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研究成果の概要（和文）：卸売商業に関するアンケート調査によって，大規模卸売商業者が小売

業者との間で，共同革新によって情報システムを導入することが明らかになった。そして戦略

グループ概念が，卸売業態論研究の理論的端緒になりうることが提唱された。 
 

研究成果の概要（英文）：By the empirical research on wholesalers, it is closely 
examined that information systems are introduced to large scale 
wholesalers by collaborative innovations between large scale wholesalers 
and retailers. Moreover, to discover the fact that the notion of strategic 
group is very useful when discussing the types of operation of wholesalers 
is one of the important results of this research.  
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１．研究開始当初の背景 

卸売商業をめぐってよく聞かれる言葉に

「卸売商業研究の少なさ」と「卸売商業理解

の難しさ」がある。前者は流通研究者による

指摘であり，その声の背景にあるのは小売商

業研究に比べて，卸売商業研究の蓄積が少な

いことに対する問題意識であろう。  

そして後者の指摘は研究者のみではなく，

ビジネスマン，または卸売商業者からもしば

しば指摘されるものである。卸売研究の蓄積

が少ない理由に関しては，様々な解釈があり

得る。１つは，大規模小売組織の成長による



製販同盟の加速化によって卸売商業者の存

立基盤が淘汰されるという懸念から，研究上

の意味も半減するという視点である。この視

点は，流通革命論から強く印象付けられたも

のであろう。そして，もう１つは，卸売商業

そのものの複雑性に起因した研究上の難し

さによるものと考えられる。卸売商業の複雑

性については，卸売商業の形態の多様性，業

種ごとの異質な性格，市場の競争特質の存在

などを挙げることができる。しかし，研究上

の難しさの存在を認めるにしても，以下の理

由から卸売商業研究は依然として重要と思

われる。 

平成 16 年の商業統計では，日本の卸売業

の販売額は 405 兆 6464 億円であり，小売業

の販売額の３倍以上となっている。集計デー

タに対する慎重な解釈は必要であるが，この

販売額を用いて W/R 比率を求めると，日本

の流通構造が欧米諸国のそれと比べて多段

階であることがわかる。日本の W/R 比率が

高くなっている理由として卸売商業の存在

が挙げられるが，卸売商業の存在は日本の市

場特性の一つであることも主張されている。

さらに，同調査によれば，就業者の中での卸

売業の正社員・正職員数が 266 万 5243 人で

あり，小売業の 243 万 1392 人を上回ってい

ることが示されているが，このデータは卸売

業の雇用安定の寄与度の高さを意味するも

のといえる。このように日本の経済領域への

貢献度と市場特性の理解という側面から卸

売商業の重要性は依然として高いといえる。 

さらに，1980 年代から最近まで卸売業界

では，従来の卸売商業者のあり方とは異なる

行動が顕著に見られるようになっている。そ

の現象は，調達関係や長期的取引関係を重視

してきた従来の卸売商業者が，販売関係およ

び取引における効率性の重視へと転換して

いることを意味するものであり，EDI など情

報化投資の拡大，主要販売先専用の物流セン

ターの建設，取引先の選別，品揃えの総合化，

販売地域の広域化のような最近の動きはそ

の具体的な現象とも言える。このように，マ

クロ視点からは日本の経済への貢献度や市

場特性の理解のために，そしてミクロ視点か

らは最近の卸売業界の現象の理解のために

も卸売商業を研究対象とすることは重要で

あると考えられる。 

このように複雑でダイナミックに変化す

る卸売業態の動きをとらえるためには，少な

くとも「卸売商業者の戦略的行動の異質性と

同質性に注目する視点」が必要になってくる。 

それは，最近の卸売商業者の戦略的行動には，

異質的行動でありながら，同時に同質的パタ

ーンを有するという特徴がある。このような

特徴は業態論への理論展開の端緒になると

思われる。従来の卸売商業研究での業態論研

究は，1 次卸・2 次卸，または集計・中継・

分散卸のように，その形態の単純分類のレベ

ルにとどまっており，小売商業の業態革新研

究のようなダイナミックな分析視点が欠け

ている。 

 
２．研究の目的 

 

本研究の目的は、①卸売商業者の戦略行動

が，なぜ・どのように起こっているかを明ら

かにしたうえで，②卸売商業者の戦略行動の

同質的パターンに注目することで，卸売業態

論研究の理論的端緒を提唱するものである。 

 
３．研究の方法 

 

研究目的１を解決するために，まず，卸売

商業に関する文献調査を行い，卸売商業者の

戦略行動－特に情報システム導入－が起こ

るメカニズムに関する仮説を導出した。そし

て，医薬品卸売商業者を対象とするアンケー



ト調査を実施し，仮説検証を行った。 

そして研究目的２を解決するためには，資

源ベース理論やイノベーション理論を始め

とする経営学に関する文献調査を行い，卸売

商業の業態論を分析するための有用な理論

を調べた。 

 

４． 研究成果 
 

①卸売商業者の戦略行動について 

研究目的１を解決する目的から調査を行

った結果，卸売業者が情報システムを導入す

るメカニズムに関して新しい発見が得られ

た。 

従来の卸売流通研究では，卸売企業が情報

システムを導入するのは厳しい取引環境の

中で生き残るための戦略として説明する視

点が多く，情報システムを導入するメカニズ

ムに関する議論は少ない。特に市場シェアを

拡大している大規模卸売企業がなぜ・どのよ

うに情報システムを導入するのかに関して

はあまり議論されてこなかった。 

これに対して，本研究では小売企業との企

業間関係に注目して，卸売企業が情報システ

ムを導入するメカニズムを分析した。延期‐

投機理論を分析枠組みとして，リスク転嫁と

プロセス革新の局面から捉えたが，分析の結

果，卸売企業の情報システム導入は，小売企

業との間にありうるパワー関係によるもの

よりは，小売企業との間での共同革新によっ

て起こることが明らかになった。 

この結果は、卸売業界で見られる新しい現

象が取引先の要求による受動的なものでは

なく，卸売企業の自律的行動である可能性が

高いことを意味する。 

 

②卸売業態論について 

卸売業態論研究の理論的端緒を提唱する

目的から，卸売商業者の戦略行動の同質的パ

ターンに注目して，戦略グループ概念を導入

して，その戦略グループ分析が卸売業態論の

端緒になりうることを主張した。本研究では，

「卸売商業者規模」と「大規模小売企業への

依存度」を分類軸に定め，グループ間の戦略

行動に対する比較分析を行った。 

戦略グループは４つのタイプ－「伝統的行

動型」,「小売密着型」，「ボランタリーチ

ェーン本部型」,「小売依存型」－で分類し

て，タイプ別の行動を分析した。小売依存型

は理論上の分類であるが，小売密着型卸売企

業は，小売企業との関係を重視して共同革新

の形でシステムを導入することで取引関係

を強化することで成長を遂げているといえ

る。そして小売密着型卸売企業のように，小

売企業との間で共同革新を行う組織能力が

乏しい卸売企業（ボランタリーチェーン本部

型）はボランタリーチェーン本部の機能を果

たすことによって成長を遂げると考えられ

る。また伝統的行動型卸売企業の場合には，

流通経路における小売へのパワーシフトへ

の対応が遅れており，市場地位を失っている

ことと解釈された。 

この分析によって卸売商業の業態論を論

じる際に，卸売商業者の戦略グループによる

分析が有用であることが理論的に主張され

た。 

 

卸売商業者が情報システムを導入するメ

カニズムに関する新しい発見と，卸売商業の

業態論研究に戦略グループによる分析が有

用であることの理論的端緒の発見は，卸売商

業研究に対する本研究の成果と言える。 
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